


















































3.  ピアノ学習による高齢者の健康関連 QOL および自尊感情の変化を明らか
にする。  
4.  ピアノ演奏による高齢者の前頭葉血流量の変化を明らかにする。  
これらの知見から、高齢者の健康維持増進効果をより期待できるピアノ学習
および支援のあり方への示唆を得る。   
  





【方法】医学中央雑誌・ JDreamⅡ・CiNii・PubMed・Web of Science の 5
つのデータベースからキーワード検索を行なった。キーワードは、和文資
料が「高齢者  AND 音楽  AND （  予防  OR 健康  OR 効果  ）  NOT 患
者」、英文資料が「 elderly AND music AND (prevention OR health OR 
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討を行なった。研究の質評価は、PEDro Scale、Cochrane Review を基に
作成した 11 項目の基準を用いた。  
【結果】検索された文献を４つの基準に基づき、選択、除外した結果、 7 編













【方法】高齢者 32 名を対象とし、3 ヵ月間（全 6 回）のピアノ講座を開講し
た。開講中に、フェイススケール値、最速タッピング数を測定し、家での
練習時間数を調査した。  
【結果】最速タッピング数は， 4 種類の測定（右手 2-3 指、右手 4-5 指、左
手 2-3 指、左手 4-5 指）の全てにおいて有意に上昇し（ 4 種類全て、p < .01）、









研究 3：高齢者のピアノ講座における心身の変化  























変化量と対照群変化量との群間比較において、4 種類の測定（右手 2-3 指、





研究 4：高齢者のピアノ演奏による前頭葉血流量の変化  
【目的】脳の中でも特に認知機能に関わるとされる前頭葉に注目して、音楽
活動の種類ごとの血流量変化量の比較検討、研究 2 における最速タッピン
グ数が最も多かった右手 2-3 指、および最も少なかった左手 4-5 指でのタ
ッピング実施時の前頭葉血流量の比較検討を行なった。それらの結果を基
に、高齢者のピアノ学習による心身への効果を明らかにした。  
【方法】健常高齢者 12 名（平均年齢 70.08 ± 2.81 歳、男性 6 名、女性 6 名）
を対象とし、ピアノ・ベル・歌唱の 3 つの活動を課題として、前頭葉の左
右 2 点における血流量変化量を NIRS により測定し、比較検討をおこなっ























関連 QOL の心の健康（MH）がさらに向上すること（研究 3）が示された。
また、左手 4-5 指も使用するピアノ演奏では脳の賦活効果、ベルでは 1 回目
でも楽しさを感じられる即時効果、歌唱ではリラックスや癒し効果を期待で
きるという楽器の種類ごとの特徴が示された（研究 4）。   
本研究の意義として、次のようなことが考えられる。楽器の種類ごとで異
なる効果を明らかにしたこれらの結果は、高齢者の音楽活動プログラムを考
える際の重要な指針となり得る。また、手指運動機能や感情指標の変化にお
ける年齢層ごとの特徴を明らかにしたことは、「高齢者の中でも年齢層によっ
て異なるピアノ学習能力の差に配慮する必要がある」という高齢者を対象に
したピアノ学習の支援のあり方に示唆を与える。性別による相違を明らかに
したことは、リタイア後の男性の生きがい増進やライフスタイルの充実のた
めの一助となる可能性が考えられる。また、健常高齢者を対象にした音楽介
入研究の課題を明らかにしたことも、今後の当該テーマ研究の進展に寄与す
る可能性が考えられる。  
ピアノ講座における心身の変化に関して、本調査とは別の指導者、別の地
域、別の楽曲で検証すること、前頭葉血流量の変化に関しては、楽器演奏に
おける様々な方法や条件、中期・長期実施でも効果検証することが、今後の
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課題として残され、さらに研究を蓄積していく必要がある。また、ピアノを
所有していなくてもピアノ講座を受講できるような代替方法を検討し、その
ような方法による開講であっても同様の効果が得られるか調査を行なうこと
を、今後の課題とする。  
 
